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の患者をイ ン フ ル エ ンザ予防接種 の対象として い

る . リ ウ マ チ患者に対するイ ン フ ル エ ン ザ予 防接

種の ガイ ドライ ン はなく, 個々 の 医師及び患者 の

判断に任されて い る . 海外の 文献 で は , 特に リ ウ

マ チ患者に副作用が多い との 報告はなく, 患者 の

求めがあれば行うべ きもの と考 える . しか し, 本

症例の ような事態も起 こ しうる こ とを考える と ,

接種後の 慎重な観察と , 万
一

の 事態 に対 して , 迅

速 に治療が開始できるよう患者数育が大切で ある

と考える .

II．特別講演

「慢性関節リウマチとT細胞」

東京大学医学部アレルギー・リウマチ内科

山 本 一 彦

第71回膠原病研究会

日 時 　 平 成 1 2 年 1 1 月 2 9 日 （ 水 ）

午後 6 時

会 場 　 新 潟 大 学 医 学 部

有壬記念館

I ． 一 般 演 題

1 　 メ ト ト レ キ サ ー ト の た め と 思 わ れ る 肝 障 害 ，

腹水，浮腫をきたした慢性関節リウマチの一例

関川宗・秋山史大
大渕雄子・大林弘明
伊藤聡・坂爪実
中野正明・下条文武

田中純太

（新潟大学第2内科）
症例は69 歳女性 . 19 93 年 に慢性 関節 リウ マ チ と

診断され , ブ シ ラミ ン, イ ン ドメ タ シ ン を使用 さ

れ た . 1996 年よ り メ トト レ キサ
ー トが 2 .5 - 5 .0

m g / 週で使用 された ( 総量約 850 m g) . 2 000 年 4

月 より, 下肢 の 浮腫, 腹部の膨隆が出現 し, 同年 5

月腎機能障害が認め られた ため ブ シラ ミ ン , イ ン

ドメ タ シ ン は中止, 汎血球減少も出現 した こ とか

らメ トトレ キサ ー トも中止され , 6 月 に入院した .

入院時, 浮腫 , 著しい 腹水, 肝合成能障害を中心と

した肝機能障害 ( C h E 72 I U /1 , H P T 37 % , G O T

66 I U /1 , G P T 6 4 I U /I) が見られ た . 安静と利尿剤

使用 により浮腫 , 腹水は改善し , 肝機能 は メ ト ト

レキサ
ー

ト中止か ら 3 ケ 月後頃より回復傾向が見

られ た . メ トトレキサ ー トは強力な抗炎症作用 を

期待 して, 慢性関節リ ウ マ チ に使用され るが , 管

機能障害時には比較的わずかな使用線量で重篤な

肝機能障害を ひき起 こす可能性 があり , 注意 が必

要である .

2　三重複癌を合併した皮膚筋炎の1例

（ 新 潟 大 学 皮 膚 科 ）
（ 同 第 二 内 科 ）

症例は66歳男性.Hll年9月から顔面・頚部を

藤原浩
下 村 裕 ・ 高 橋 利 幸

中心に浮腫性紅斑が , 同年11 月か ら は筋症状 が 出

樋浦徹・松本尚也

現.血液検査上,筋原性酵素の軽度上昇を認め,皮

膚生検 ･ 筋生検でも皮膚筋炎の所見あり . 問質性

肺炎の 合併はな し. 皮膚筋炎に高率に合併 する と

されて い る悪性腫蕩の検索が施行され, 肺 に小細

胞癌, 胃に早期Ⅱa 痛 , 大腸 に腺腫 内痛 が それ ぞ

れ発見さ れた . 胃痛 ･ 大腸癌 は早期 だ っ た が , 節

癌 は進行癌で あり, 予後不 良と考えら れ た . しか

し, 皮膚筋 炎に対 する ス テ ロ イ ドの 全身投 与 と ,

肺病に対す る化学療法およ び放射線療法が同時に

施行され, 両者ともに経過良好である .

【考案】 皮膚筋 炎発 症後の 全身検索で , 三 重複

痛が同時期 に発見され た 症例 は極め て稀で ある .

また, 過去10 年間に当院皮膚科を受診 した皮膚筋

炎患者に つ い て統計を行 っ た結果, 顔面 の 浮腫性

紅斑と悪性腫壕合併 との 間に相関が みられた .




